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貯　　法：室温保存�
使用期限：外箱に表示の使用期限内�
　　　　　に使用すること�
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ブドウ糖　表�

消 化 器注）� 大量を経口投与するとき悪心・嘔吐，下痢，�
腹痛�
�

頻　度　不　明�

Glucose

承 認番 号�（６０ＡＭ）３６９４�
薬 価 収 載�
販 売 開 始�１９６４年１０月�

１９６４年１０月�

再評価結果�１９７７年１０月�

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】�
ブドウ糖吸収不良の患者�

【組成・性状】�
　本剤はブドウ糖の原末で，白色の結晶又は結晶性の粉末である。�

�
�

【効能・効果】�
◇経口的栄養補給�
◇ブドウ糖負荷試験�

�
�

【用法・用量】�
　経口的栄養補給には，必要量を粉末あるいは水溶液として経
口投与する。�
　ブドウ糖負荷試験には，通常成人１回ブドウ糖として５０～�
１００ｇを経口投与する。�
　なお，年齢，体重により適宜増減する。�

�

�
【使用上の注意】�

１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）�
　①カリウム欠乏傾向のある患者［ブドウ糖の投与によりカリ
　　ウムが細胞内に移行し，一時的に血清カリウム値が低下し，
　　症状が悪化するおそれがある。］�
　②糖尿病の患者［高血糖を生じ症状が悪化するおそれがある。］
２．副作用�
　本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を
　実施していない。�

注）慎重に投与すること。�

３．高齢者への投与�
　一般に高齢者では生理機能が低下しているので減量するなど
　注意すること。�
�

�

【薬効薬理】�
　ブドウ糖は食餌中の主な糖質構成成分で，また血中にみられる糖質

でもあり，生体の最も基本的なエネルギー源であるといえる１，２）。�

　糖質補給が不十分な場合，生体はエネルギー源として蛋白や脂肪を

動員し，そのため蛋白代謝産物の排泄増加やケトーシスを起こす。ブ

ドウ糖投与の主な目的はエネルギーを補給し，このような蛋白・脂肪

の分解を抑制することにある１，２）。�

　他に，ブドウ糖は糖尿病の診断の糖負荷試験に用いられる３）。�

【有効成分に関する理化学的知見】�
一般名：ブドウ糖�

化学名：Ｄ-ｇｌｕｃｏｐｙｒａｎｏｓｅ�

構造式：�

��

�

�

�

分子式：Ｃ６Ｈ１２Ｏ６�

分子量：１８０．１６�

性　状：白色の結晶又は結晶性の粉末で，においはなく，味は甘い。

　　　　水に溶けやすく，エタノール（９５）に溶けにくく，ジエチルエ

　　　　ーテルにほとんど溶けない。�
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�

【包　　　装】�
５００ｇ　　　　５ｋｇ�

��
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　　　　　　（９：００～１７：３０／土日祝日を除く）�

Ｒ１＝Ｈ，Ｒ２＝ＯＨ：α-Ｄ-グルコピラノース�

Ｒ１＝ＯＨ，Ｒ２＝Ｈ：β-Ｄ-グルコピラノース�
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